
東北支部

　[件　　名]　コンクリート打設中に型枠が破壊し，作業員が型枠と支保工の間に挟まれ，噴出

　　　　　　　 したコンクリートに埋もれて受傷

　[作業内容]　コンクリート打設

　[発生状況]  コンクリート打設中に鋼製型枠が破壊し，土止め支保工と鋼製型枠の間で作業し

 ていた作業員が，鋼製型枠と土止め支保工の間に挟まれ，噴出したコンクリート

 により胸部の下まで埋もれて受傷。

　[被災程度]　    　下半身挫滅症候群 出血性ショック，骨盤骨折,両側血気胸

　[服装・装備] 　　 保安帽、作業服(上下)、ヤッケ(上下)、ゴム袋、安全長靴

　[発生原因]　

　　　・技術員は円形鋼製型枠最下段の締付金具（バンドやチェーン等）についての現場確認を

　　　　怠った。

　　　・施工班は円形鋼製型枠最下段に締付金具を取付けなかった。

　　　・コンクリート打設中に作業員は身動きが取りづらい狭小個所で作業した。

　[再発防止対策]　

　　　・歩行ルートに草や砂利があった場合は前方だけではなく足元にも注意しながら歩行する技術員と作業責任者（作業班長）は円形鋼製型枠（円柱用）等の使用による特殊な工法

によって施工する際、チェックリストを作成し作業手順書と照合して確認を行い、不備

があれば技術員が作業責任者（作業班長）に指示し是正する。

　　　・現場代理人や作業班長は作業前、作業中にも足元を注意するように注意喚起を行う技術員は、締付バンド（円形鋼製型枠締付材等）の取付けスペースを確保した土止め支

保工を選定する。

　　　・現場代理人や作業班長は作業前、作業中にも足元を注意するように注意喚起を行う作業責任者（作業班長）は円形鋼製型枠（円柱用）のコンクリート打設時に土止め支保

工内に立入らないよう作業員に指示し、コンクリート打設前に作業員が入っていないこ

とを確認する。

　　　・現場代理人や作業班長は作業前、作業中にも足元を注意するように注意喚起を行う作業責任者（作業班長）は作業員に、円形鋼製型枠（円柱用）の仕様をよく説明し、仕

様通りの施工であるかを確認する。

　　 　　　該当項目に〇印を付ける。

　　　　2．災害状況の説明と共になるべく図面を添付すること（様式－2）。

　　　　　 特に感電の場合は支持物、電線の離隔距離その他寸法を記入する。
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※土止め支保工内に入り雨水の処理作業をしていた作業員が，円形鋼製型枠と土止め支保工
　の隙間に挟まれ、コンクリートに埋もれた

（様式－2）
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